
令和８年度 第１回平生町地域公共交通協議会 次第 

 

令和８年６月２５日（金） 午後２時～ 

 平生町役場 １号棟３階委員会室 

 

１．開 会 

   

 

２．あいさつ 

   

 

３．協議事項 

 

（１）令和７年度事業報告・決算報告について 

（２）令和８年度事業計画（案）・歳入歳出予算（案）について 

（３）令和９年度地域公共交通計画認定申請について（案）について 

（４）平生町公共ライドシェア実証運行事業について 

（５）山口県地域公共交通ビジョンの策定について 

（６）その他 



令和８年６月２５日改

組織名・団体名 氏　名

1 平生町 友田　　隆

2 防長交通（株）乗合営業部乗合営業課長 藤井　　崇

3 有限会社　平生タクシー 河村良太郎

4 福祉タクシーきずな 勝山　慎一

5 福祉タクシーなないろ 吉本　歩美

6 平生まち・むらコミュニティ協議会 須山　孝秀

7 大野コミュニティ協議会 財満　茂樹

8 曽根コミュニティ協議会 藤田　　衛

9 宇佐木コミュニティ協議会 藤井登貴子

10 竪ヶ浜コミュニティ協議会 西本佐知子

11 佐賀コミュニティ協議会 向井　信博

12 平生町小中校長会 山下　美華

13 中国運輸局山口運輸支局 寺崎　泰弘

14 私鉄中国地方労働組合防長交通支部平生分会 竹原　直樹

15 山口河川国道事務所道路管理第二課専門調査官 石川　俊康

16 柳井土木建築事務所維持管理課長 井上　　健

17 平生町建設課長 伊藤　正晴

18 柳井警察署平生幹部交番所長 出穂　剛二

19 山口大学大学院教授 榊原　弘之

20 山口県観光スポーツ文化部交通政策課長 吉森　昭通

21 平生町町民福祉課長 淵上万理子

22 平生町健康保険課長 加世　伸彦

23 平生町産業課長 山本　和也

24 熊南総合事務組合 森本　　充

課長 星出　一明

課長補佐 河内　美穂

地方創生班長 服部奈央美

主事 吉仲　裕章

新規就任

事務局
（地域振興課）

平生町地域公共交通協議会名簿

区　分

副町長

一般旅客自動車運送事業者

住民または利用者の代表者

中国運輸局山口運輸支局長又はその指名する者

運転者が組織する団体代表者

道路管理者の代表者

県警察の代表

学識経験者

その他町長が必要と認める者



 

令和７年度事業報告について 
 

目標 事業 取組内容 

①-1 乗合タクシーの導入検討 

■「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロ

ジェクト「交通空白」解消緊急対策事業（500

万円まで定額、500万円を超える部分は 2/3（上

限１億円））を活用した公共ライドシェアの導

入に向け応募、採択を受けた。 

①-4 
町内移動にかかる運賃の地域

差の是正 

■「平生町外出サポート事業（バス・タクシー共

通助成券）」を実施した 

②-1 

地域公共交通の運行支援 ■地域公共交通の運行支援 

平生町地方バス路線維持対策費補助金として、

32,116,000円を交付。 

②-2 

交通モードの適正化の実施 ■路線バスの運行見直し検討の実施 

 公共ライドシェア（町内全域対象）に実証運行

を実施することに伴い、令和９年度に本格運行す

ることとなった場合、見直し。 

②-3 

学校の再編統合等と連動した

通学手段の確保検討 

■学校の再編統合と連動した通学手段確保の検

討 

 公共ライドシェアで隣接市町（田布施駅）への

乗り入れを行うこととし、田布施駅までの通学

手段確保につなげる。 

③ 

航路を利用した交流イベント

の実施 

■佐合島でのイベント開催について、佐賀コミュ

ニティ協議会主催「佐合島へ行こう！」（7 月 21

日開催）を支援、32名が参加。 

④-1 
路線バスの利用方法や運行情

報の充実と PR 

■広報紙や SNS等を活用した情報発信 

 平生町魅力発信 SNSで、動画を制作し配信 

⑤-1 
地域イベント等への地域公共

交通での来訪の呼びかけ 

■イベントチラシ等での地域公共交通によるア

クセス案内の掲載 

⑤-2 
高齢者や園児を対象としたバ

スの乗り方教室の実施 

■平生小学校２年生を対象にバスの乗り方教室

を１０月に実施 

⑥ 

運転士不足への対応 ■平生町移住支援事業支援金の補助対象者に、

「バス運転手、タクシー運転手に従事する者。」

を追加。 

■町お知らせ版（全世帯回覧）にて協力依頼記事

を掲載 

⑦ 

住民の移動を確保するため福

祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保 

■庁内ワーキングの開催 

 

 

資料① 



【資料①】

令和7年度平生町地域公共交通協議会　　歳入歳出決算

≪歳入≫ （単位：円）

目 節 細節 予算額 収入額 差額 　　説明

繰越金 繰越金 繰越金 219,308 219,308 0

負担金 町負担金 町負担金 147,000 147,000 0

366,308 366,308 0

≪歳出≫

目 節 細節 予算額 支出額 差額 　　説明

報酬 委員報酬 122,400 40,800 81,600

旅費 費用弁償 10,000 3,960 6,040

需用費 消耗品 15,000 2,788 12,212

役務費 手数料 14,400 4,800 9,600

報償費 謝礼 50,000 0 50,000

旅費 普通 100,000 0 100,000

予備費 予備費 予備費 54,508 0 54,508

366,308 52,348 313,960

歳入合計 366,308

歳出合計 52,348

実質収支額 313,960

※313,960円は翌年度（令和8年度）会計に繰越。

対面での会議が2回か
ら1回になったことによ
り減額

・バス運転士募集リーフ
レット用紙（全世帯回覧）
・会議回数減少により減額

先進地視察について
は、事務局職員が近隣
市町及びオンライン開
催での参加により減額

合計

合計

会議費

事務費

事業費





令和８年度事業計画（案）について 

 

目標 事業 取組内容 

①-3 乗合タクシーの導入検討 
■地域公共交通空白地域への乗合タクシーの導

入【※】 

①-3 
将来を見据えた新たな交通モ

ードの導入に関する検討 

■新たな交通モードの導入検討に向けた動向調

査【※】 

②-1 
地域公共交通の運行支援 ■地域公共交通の運行支援 

平生町地方バス路線維持対策費補助金の交付 

②-2 交通モードの適正化の実施 ■路線バスの運行見直し検討の実施 

②-3 
学校の再編統合等と連動した

通学手段の確保検討 

■学校の再編統合と連動した通学手段確保の検

討 

③ 
航路を利用した交流イベント

の実施 
■佐合島でのイベント開催の促進 

④-1 

路線バスの利用方法や運行情

報の充実と PR 

■乗り方や便利な情報も伝える地域公共交通マ

ップの作成・配布【※】 

■広報紙や SNS等を活用した情報発信 

⑤-1 

地域イベント等への地域公共

交通での来訪の呼びかけ 

■イベントチラシ等での地域公共交通によるア

クセス案内の掲載 

■地域公共交通でのアクセスに配慮した地域で

の会合開催 

⑤-2 

高齢者や園児を対象としたバ

スの乗り方教室の実施 

■平生小学校において、平生小学校２年生と佐賀

小学校１・２年生を対象にバスの乗り方教室を

１０月に実施 

⑥ 

運転士不足への対応 ■平生町移住支援事業支援金の補助対象者に、

「バス運転手、タクシー運転手に従事する者。」

を追加し実施。 

■交通事業者を対象とした研修の実施【※】 

■ドライバーの発掘や送迎バス等のドライバー

への協力依頼【※】 

⑦ 

住民の移動を確保するため福

祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保 

■庁内ワーキングの開催 

■福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段 

確保のための財源確保【※】 

〇〇〇 … 新規事業、拡充事業 

【※】…令和８年度平生町公共ライドシェア実証運行事業に含め実施予定 

資料② 



平生町
交通

事業者等
地域

その他

行政

令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

令和

９年度

令和

10年度

おでかけ支援サービスから交通事業者による予約型乗合タクシーへの移行 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

地域公共交通空白地域への乗合タクシーの導入 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

①-２：都市拠点周辺における循環交通の導入検討 循環交通の導入検討 ● ● ⇒

①-3：将来を見据えた新たな交通モードの導入に関する検討 新たな交通モードの導入検討に向けた動向調査 ● ● ● ⇒

①-4：町内移動にかかる運賃の地域差の是正 高齢者等を対象とした路線バスとタクシーの利用助成事業の検討 ● ● ⇒ ⇒

②-1：地域公共交通の運行支援 地域公共交通の運行支援 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

②-2：交通モードの適正化の実施 路線バスの運行見直し検討の実施 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

②-3：学校の再編統合等と連動した通学手段の確保検討 学校の再編統合と連動した通学手段確保の検討 ● ● ● ⇒ ⇒

利用実態に応じた運航ダイヤの見直し ● ● ⇒

佐合島でのイベント開催の促進 ● ● ⇒ ⇒ ⇒

乗り方や便利な情報も伝える地域公共交通マップの作成・配布 ● ● ● ⇒

広報紙やSNS等を活用した情報発信 ● ● ⇒ ⇒

④-2：待合環境の整備・確保 商業施設と連携した待合空間の確保 ● ⇒

④-3：交通結節点等へのデジタルサイネージの設置 待合環境整備と合わせたデジタルサイネージの設置 ● ● ● ⇒

イベントチラシ等での地域公共交通によるアクセス案内の掲載 ● ⇒ ⇒

地域公共交通でのアクセスに配慮した地域での会合開催 ● ⇒ ⇒

高齢者を対象としたバスの乗り方教室の実施 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

園児を対象とした親子でのバスの乗り方教室の実施 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

移住定住と連携した就業斡旋や労働環境改善等への支援 ● ● ● ⇒ ⇒

交通事業者を対象とした研修の実施 ● ● ● ⇒

ドライバーの発掘や送迎バス等のドライバーへの協力依頼 ● ● ● ⇒ ⇒ ⇒

庁内ワーキングの開催 ● ⇒ ⇒ ⇒

福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段確保のための財源確保 ● ⇒ ⇒ ⇒
目標⑦

⑦：住民の移動を確保するため福祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保

目標①

①-1：乗合タクシーの導入検討

目標②

目標③ ③：航路を利用した交流イベントの実施

目標④

④-1：路線バスの利用方法や運行情報の充実とPR

目標⑤

⑤-1：地域イベント等への地域公共交通での来訪の呼びかけ

⑤-2：高齢者や園児を対象としたバスの乗り方教室の実施

目標⑥ ⑥：運転士不足への対応

目標 事業 取組内容

実施主体 取組開始（予定）

資料②-2



令和８年度事業計画（案）について 

 

目標 事業 取組内容 

①-3 乗合タクシーの導入検討 
■地域公共交通空白地域への乗合タクシーの導

入【※】 

①-3 
将来を見据えた新たな交通モ

ードの導入に関する検討 

■新たな交通モードの導入検討に向けた動向調

査【※】 

②-1 
地域公共交通の運行支援 ■地域公共交通の運行支援 

平生町地方バス路線維持対策費補助金の交付 

②-2 交通モードの適正化の実施 ■路線バスの運行見直し検討の実施 

②-3 
学校の再編統合等と連動した

通学手段の確保検討 

■学校の再編統合と連動した通学手段確保の検

討 

③ 
航路を利用した交流イベント

の実施 
■佐合島でのイベント開催の促進 

④-1 

路線バスの利用方法や運行情

報の充実と PR 

■乗り方や便利な情報も伝える地域公共交通マ

ップの作成・配布【※】 

■広報紙や SNS等を活用した情報発信 

⑤-1 

地域イベント等への地域公共

交通での来訪の呼びかけ 

■イベントチラシ等での地域公共交通によるア

クセス案内の掲載 

■地域公共交通でのアクセスに配慮した地域で

の会合開催 

⑤-2 

高齢者や園児を対象としたバ

スの乗り方教室の実施 

■平生小学校において、平生小学校２年生と佐賀

小学校１・２年生を対象にバスの乗り方教室を

１０月に実施 

⑥ 

運転士不足への対応 ■平生町移住支援事業支援金の補助対象者に、

「バス運転手、タクシー運転手に従事する者。」

を追加し実施。 

■交通事業者を対象とした研修の実施【※】 

■ドライバーの発掘や送迎バス等のドライバー

への協力依頼【※】 

⑦ 

住民の移動を確保するため福

祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保 

■庁内ワーキングの開催 

■福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段 

確保のための財源確保【※】 

〇〇〇 … 新規事業、拡充事業 

【※】…令和８年度平生町公共ライドシェア実証運行事業に含め実施予定 

資料② 
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【資料③】

令和8年度平生町地域公共交通協議会　　歳入歳出予算　（案）

（単位：円）

目 節 細節 金額 説明

繰越金 繰越金 繰越金 313,960

町負担金 町負担金 町負担金 294,000

合計 607,960

目 節 細節 金額 説明

報酬 委員報酬 244,800 5,100円×12人×4回

旅費 費用弁償 20,000 委員交通費

需用費 消耗品 15,000 チラシ印刷インク等

役務費 手数料 28,800 600円×12人×4回

報償費 謝礼 50,000 バスの乗り方教室

旅費 普通 100,000 視察

旅費 依頼 10,000
バスの乗り方教室（佐賀小から平生
小移動用タクシー代）

予備費 予備費 予備費 139,360

合計 607,960

歳入

歳出

会議費

事務費

事業費































【 山口県平生町】公共ライドシェア実証運行事業

事業主体/運行主体

運行期間

事業費

事業背景・目的

事業概要

事業実施地域

見込まれる事業効果

事業イメージ

交通サービス 公共ライドシェア(自家用有償旅客運送)

運行形態 区域運行（隣接市町は乗降ポイント型）

法的区分 道路運送法78条2号

運行頻度 月曜〜日曜・祝日を含む毎日(午前8時〜午後8
時)

運賃 協議中 ※R8年8月に決定予定

実施内容 公共交通の担い手不足を補完するため、町が
実施主体となり、システム提供を行う事業者
に事業統括を委託し、AI技術と住民ドライ
バーを活用する公共ライドシェアを実施。

「交通空白」解消タイプ

ひら お

平生地区
人口：11,914人
面積：34.54㎢

➢ 平生町全域をカバーするように、公
共ライドシェアを実施

令和8年10月〜令和9年1月（2・3月は移行期間として継続予定）

事業・運行主体：平生町

➢ 本町は高齢化率43％のもと既存公共交通の担い手
不足・便数減少により町域全体に「交通空白」が発生

➢ 住民ドライバーを活用した公共ライドシェアの導入に
より、持続可能な移動手段の確保を目指す。

事業全体費用：2316万円、補助対象経費：2277万（※）

【定性・定量効果】

➢ 運行期間中の利用者数は、5か月間で延べ200人
【「交通空白」への効果】

➢ 当該エリアの地理的な「交通空白」を解消

➢ 町が許可・登録した住
民ドライバーが、自家用
車を活用し皆様を目的
地まで送迎する、地域
で支えあう公的な交通
サービスです

※交付決定額は未定



事業実施体制

【 山口県平生町】平生町公共ライドシェア事業
応募様式1

「交通空白」解消タイプ

平生町
公共ライドシェア
運行主体

事業者（代表事業者）
事業統括・

システム構築・運用
ドライバー採用・育成

連携スキーム

連携

民間事業者
コールセンター / 運行管理



【令和 8 年度】 
平生町公共ライドシェア実証運行事業(案) 

愛称：「楽シー（らくシー）」 

〜移動が「楽」になる、お出かけが「楽しー」くなる！〜 

 
平生町では、既存の公共交通を補完し、将来にわたって誰もが自由に移動できる町を目指し、AI技術と住

民の力を集結した新しい移動サービス「楽シー」の実証運行を、令和８年度中の実施を目指し準備をすすめ
ています。  

1.  「楽シー」とは？ 

町が許可・登録した住民ドライバー（※）が、自家用車を活用して皆様を目的地まで送迎する、地域で
支えあう公的な交通サービスです。    

楽 （ ら く ） ドアツードア（自宅から目的地）で移動が楽に！スマホや電話で予約も楽々。  
楽 し ー （ F u n ） お買い物や通院、お出かけがもっと楽しくアクティブに。  
3 つ の Ｃ （ シ ー ） 

1. Convenience（便利）：行きたい時に、家の前からすぐ乗れる。 
2. Connection（つながり）：人と場所、人と人を結び、地域の活力をつくる。 
3. Comfort（安心・快適）：町の審査を通った地域の方の運転で、安心して移動できる。 •  •  

 
 
 
 
 
 
 
 

2.   運行の概要（実証運行計画案） 
  

項 目 内 容 

実 証 期 間 
令和 8 年 10 月 1 日 〜 令和 9 年 1 月末 
※国の補助対象期間が 1 月末まで、年度末まで移行期間とし
て実施。 

運行エリア 
平生町内全域・隣接する市町（発着いずれかが町内） 

※隣接する市町は、駅など乗降ポイントを限定予定 

運 行 時 間 
午前 8時 〜 午後 8時（月曜〜日曜・祝日運行※） 
※年末年始(１２月２９日から１月３日まで)を除く 

利 用 対 象 制限なし（町外からの来訪者・観光客も利用可） 

予 約 方 法 専用アプリ または お電話（コールセンターが対応） 

運 賃 現在検討中（既存交通とのバランスを考慮し決定） 
 

3.  事業の背景と目的 

日常移動の確保 通院や買い物など、日々の移動をしっかり支えます 

持続可能な仕組み 住民ドライバーと AIの活用により、効率的で長く続く交通モデルを検証します 

来訪者の利便性向上 町を訪れる観光客等も利用でき、町の賑わい創出をめざします 
 

4.  事業費 

  24,651,000円 
 

【問合せ先】平生町地域振興課 地方創生班 

電話：0820-56-7120 ／ メール：sosei@town.hirao.lg.jp 

 

≪住民ドライバーについて≫ 

 「楽シー」を支えるのは、公募により選ばれた地域の住民ドライバーです。 

・厳格な審査と安全講習： 二種免許は不要ですが、町が運転歴や保険を確認し、講習を修了した方のみを

登録します。 

・責任ある「有償運送」 ： ボランティアではなく、適切な運賃をいただく公共サービスとして、責任を持

って目的地までお届けします。 

・安全な運行サポート ： プロの運行管理者が AI システムで走行状況を管理します。 

 

 

本事業は、「道路運送法第 78条第 2 号『自家用有償旅客運送制度』」を活用し、公共交通会議において必要な協議・合
意を得た上で実証運行を行うことにより、法令を遵守しながら、地域実情に即した柔軟な運行が可能な交通サービス
の導入に向け実施するものです。 
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山口県地域公共交通ビジョン
の策定について

山口県観光スポーツ文化部
交通政策課
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山口県地域公共交通ビジョン策定趣旨

○長期的な人口減少や担い手不足の顕在化など、社会経済情勢が
変化していく中にあっても、地域公共交通を守り、元気にして
いくため、本県の地域公共交通の目指すべき将来像をとりまとめた
「山口県地域公共交通ビジョン」を策定し、その実現に向けて関係
者が一丸となって取組を推進する。

○「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に定める
「地域公共交通計画」（法定計画）として策定

新たに、法第６条に基づく協議会（法定協議会）を設置し、
ビジョン策定・実施に係る協議を実施
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「山口県地域公共交通協議会」について

【設置時期】 令和８年６月１日

【会議予定】 年２回程度実施

 ※第１回協議会：６月５日(金) 開催
＜参考：協議会HP＞

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/94/349111.html

【協議事項】 ビジョンの策定・変更に関すること
 ビジョンの実施に関すること
 その他必要な事項

【事  務  局】 山口県観光スポーツ文化部 交通政策課
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区分 委員

自治体

山口県知事【会長】
市長会会長（下関市長）【副会長】
町村会会長（阿武町長）【副会長】
山口県観光スポーツ文化部長

事業者

西日本旅客鉄道株式会社中国統括本部広島支社長
錦川鉄道株式会社代表取締役社長
公益社団法人山口県バス協会会長【監事】
一般社団法人山口県タクシー協会会長
山口県旅客船協会会長

道路管理者
国土交通省山口河川国道事務所長
山口県土木建築部長

公安委員会 山口県警察本部交通部長

学識経験者 山口大学大学院創成科学研究科榊原教授

利用者 公募委員（2名）※下松市社会福祉協議会職員、山口大学 学生

国 国土交通省中国運輸局山口運輸支局長
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「山口県地域公共交通ビジョン」策定方針

令和８年度～９年度の２か年で策定予定

各市町との意見交換、住民アンケート、事業者ヒアリング等
を踏まえ、計画案等を検討

・令和８年度：ビジョン骨子
・令和９年度：ビジョン策定

「地域間幹線の位置付け」についても検討

※意見照会などの詳細については、事業実施に係る契約締結
（７月下旬頃）後、調整させていただきます。

計画期間は令和10年度～14年度（５年）を想定
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「山口県地域公共交通協議会」部会について

※各市町地域公共交通協議会等と連携の上、ビジョンに反映 
（地域公共交通協議会等に県交通政策課が出席の上、ビジョン策定
に係る報告等を実施するとともに、各市町会議での状況等を把握）

【法第６条に基づく協議会】

原則として、関係団体の代表のみではなく、計画に関係する全ての
公共交通事業者、自治体等を構成員とする必要がある。

各市町の地域公共交通協議会等を、山口県地域公共交通協議会
の部会として位置付け
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令和８年度当初予算の概要（抜粋）
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令和８年度当初予算の概要（抜粋）
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モビリティデータ基盤の構築
について
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背景：地域公共交通を取り巻く課題

○利用者減少の影響
人口減少と少子高齢化により地方の公共交通利用者が減少

○交通データの課題
必要とする交通データが十分に整備・共有されておらず、収集に時間とコスト

がかかる。

○行政の課題
限られた予算・人員での路線維持や再編、デマンド交通導入などの判断が困難

地域公共交通の維持・確保にむけて、県と市町が共通して使える
交通データを可視化できる基盤を構築する
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基盤の概要

移動関連データ

（人流データ）

バスデータ

（ICカードデータ、GTFS）

モビリティデータ連携基盤 活用前

?
住民の聞き取り調査をもとに地域の交通課題を
評価したいが
有効なデータがない...

新しい施策に取り組むためにICカードデータを
活用してみたいが
加工・分析をする術がない...

モビリティデータ連携基盤 活用後

ダッシュボードにアクセスするだけで、
地域の移動実績を多様なデータから見ることができる！

数クリックの操作だけで、地域の課題や移動実績を
可視化し、資料作成に活用することができる！

モビリティデータ連携基盤

共通的な基盤の中でデータを統合・可視化し、施策判断や課題検討などの意思決定をデータによって支援

X地区 Y地区

公共交通利用率 ○ % ○ %

高齢化率 ○ % ○ %

バス停カバー率 ○ % ○ %
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具体的な利用データ・活用方法

○公共交通利用実績データ
利用者数や乗降数、利用傾向を把握可能です。

○運行データとの連携
GTFS等の運行データと組み合わせ、供給側と需要側の関係を同時に確認でき

ます。

○人流データ活用
スマートフォン位置情報を基に人の移動全体を面的に捉え、分析がより広範囲

になります。

○直感的なダッシュボード設計
専門ソフト不要で誰でも使えるダッシュボード形式で、日常業務での利便性を

高めます。



(C) Yamaguchi Pref. 13(C) Yamaguchi Pref. 13

Color Palette

0.85.159

0.68.127

165.0.33

255.48.89

WHITE

BLACK

文字色
100.100.100

30.75.67

250.155.1

Font

游ゴシック

日本語 英語

Main Color

Accent Color

51.119.178

游ゴシック

255.93.124

DG標準カラー配置

游ゴシック

游ゴシック

01 01
POINT POINT

01
TIPS

01
事例

01 1 1

想定利用者

・県、市町の交通政策担当職員

 ・交通事業者

 ・交通政策業務関係者（業務受託者、市町会議委員 等）

今後のスケジュール等

 令和８年度
・プロトタイプリリース

令和９年度
・人流データ実装
・本番環境リリース

山口県地域公共交通ビジョン
に反映
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今後のスケジュールについて



(C) Yamaguchi Pref. 15(C) Yamaguchi Pref. 15

今後のスケジュール（令和８年度）

○Ｒ８．６．５1  第１回協議会

  【地域公共交通ビジョン策定支援業務 契約手続き】※公募型プロポーザル

○Ｒ８．７中旬1  委託業者決定

【調査・検討】
 ・市町意見照会  ・住民アンケート ・事業者ヒアリング 等

【交通データ取得】

○Ｒ９．２頃 1  第２回協議会

ビジョン骨子作成 ※スケジュールは、今後変更の可能性あり


